
様式（第５条関係） 
会 議 録 

会 議 の 名 称 平成３０年度第２回文化財保護審議会 

開 催 日 時 
平成３０年６月２７日（水） 
開会：午前：１０時００分 ～ 閉会：午前１２時００分 

開 催 場 所 産業文化会館 ２A 会議室 

出席者（委員） 
氏 名 

剱持和夫・福島伸悦・石島きく江・板垣時夫・深沢尚樹 
・三澤茂・中野万紀子・横山晋一・児玉典久・重田正夫 

欠席者（委員）  

氏 名       
 

事 務 局 文化財保護課長  中島洋一・主事 大久保敦史 

会 議 内 容 別紙会議録のとおり 

会 議 資 料 

・平成３０年度第２回文化財保護審議会次第 
・行田市文化財保護審議会委員名簿 
・平成２９年度の文化財保護行政について 
・平成３０年度の文化財保護行政について 

そ の 他 必 要 
事 項 
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定 

確 定 年 月 日 主 催 者 記 名 押 印        

平成３０年 ７月  日   ㊞ 

 

 

 



発 言 者 会 議 の 経 過（議題・発言内容・結論等） 
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事 務 局 

 
 

 
議 長 

 
    
 
事 務 局 

 

❉市民憲章唱和 
１．開 会（中島文化財保護課長） 

 
２．委嘱状の交付について 
 平成３０年５月１日から二年間を任期として新たに文化財保

護審議会委員を委嘱したため、委嘱状の交付を会議進行前に行

った。委員の再任・新任者は別添資料のとおり。 

 
３．課長あいさつ（中島文化財保護課長） 

 
４．自己紹介 
 文化財保護審議会委員及び事務局について、それぞれ自己紹

介を行った。 

 
５．委員長・副委員長の選出について 
事務局案で採用となり、委員長が剱持委員、副委員長は福島委

員の再任となった。 

 
６．委員長・副委員長の選出について 
規則どおり、委員長が議長となる。 
はじめに「（１）各種委員会委員の推薦について」に関して事

務局より説明をお願いする。 

 
 ＜資料に基づいて説明。今回委員が新しくなったため、文化財

保護審議会委員から推薦している各種委員会委員について推薦

者を決定したい旨を説明＞ 

  
事務局より説明があったが、委員に新任となられている方も

いるので、改めて事務局より各委員についてどのような委員会

か説明してほしい。 

 
 ＜資料に基づいて各委員の仕事内容について説明＞ 

 



議 長 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
議 長 

 
 
事 務 局 

 
議 長 

 
 
 
 
議 長 

 
 
事 務 局 

 
議 長 

 
横山委員 

 
 
 
 
事 務 局 

 事務局より説明があったが、各委員何か質問や意見はあるか。 

  
 （一同、意見・質問なし） 

  
 ＜委員会ごとに希望者及び推薦者がいるか確認し、全て事務

局案のとおりとなった。決定した推薦者は以下のとおり＞ 

 
・博物館協議会委員：重田委員（前任：宮本委員（退任）） 
・市史編さん委員：剱持委員（再任） 
・日本遺産推進協議会委員：剱持委員（再任） 
・行田市指定文化財「旧忍町信用組合店舗」愛称審査委員会委員 
 ：中野委員（今回新設） 

 
続いて、「（２）平成２９年度の文化財保護行政について（報

告）」に関して事務局より説明をお願いする。 

 
 ＜資料に基づいて説明＞ 

 
 事務局より説明があったが、各委員何か質問や意見はあるか。 
無ければこの議案について了承でよろしいか。 

 
（一同、意見・質問なし。了承。） 

 
続いて、「（３）平成３０年度の文化財保護行政について」に関

して事務局より説明をお願いする。 

 
 ＜資料に基づいて説明＞ 

 
事務局より説明があったが、各委員何か質問や意見はあるか。 

 
「旧忍町信用組合店舗」内で運営する団体については、加須の

保健所で許可を受けた形で運営してもらいたい。 
また、新たに団体がいれる備品に関して、備品が「建築を壊す」

ということもあるというのを理解してもらいたい。 

 
保健所に関しては協議しており、今のところテイクアウトは



 
 
 
横山委員 

 
 
 
事 務 局 
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事 務 局 

 
 
 
 
 
議 長 

 
 
深沢委員 

 
 
 
 
事 務 局 

 
 

議 長 

 

不可であるとの回答を得ている。 
また、備品に関しては色調をなるべく合わせる等の配慮を行

っている。 
雰囲気でそぐわない備品や備品の材料によっては材料どうし

の相性で建物を傷めるものもある。最終的には決定した備品を

確認させてもらいたい。 

 
今後、考慮する。 

 
あくまで最初の考えであった文化財という側面を重視した考

えのもと、活用を行ってほしい。 

 
コーディネーターのような人を入れて活用を考えていった方

が良いのではないか。 
また、保育スペースがあるがあの場で「保育」をしなくてもい

いのではないか。 

 
場違い感が出ない範囲で複数の人に見てもらい、活用に関し

ては考えている。 
「保育」に関して現在の段階で考えているのは利用・活用がで

きる程度。しかしそのようなニーズのなかで保育スペースはあ

って当たり前のもの。ご理解いただきたい。 

 
深沢委員は自然生物の側面からみて、古代蓮の件についてど

う考えているか。 

 
古代蓮が自生できないことについては、今後とも原因解明を

進めていきたいと考えている。 
また石田堤の松が弱っている一つの原因については、寺の除

草剤が原因だと考えている。 

 
除草剤に関しては辞めさせることは難しいが、今後考慮して

おく必要があると考える。今後ともご協力をお願いしたい。 

 
他に意見や質問はあるか。無ければこの議案について了承で

よろしいか。 
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事 務 局 

 

 
（一同、了承） 

 
続いて、「（４）その他」について、委員及び事務局から何かあ

るか。 

 
秋口以降で、視察研修に行きたいと考えている。希望場所など

あれば、事務局まで意見を頂きたい。 

 
他にあるか。無いようであれば、これで議事は終了とする。 

 
７．閉会 


